
スポーツ施設の広域利用に関するアンケート調査結果 

 

１ 調査目的 

   湯沢市では、人口減少や少子高齢化などの変化に対応し、必要な公共サービスを維持・

向上させていくため、平成28年２月に「湯沢市行財政改革大綱」と「湯沢市集中改革プラ

ン」を、また、平成29年２月には、「湯沢市公共施設等総合管理計画」を策定し、その取り

組みの一つとして、近隣市町村における社会体育施設（スポーツ施設）等の相互利用（広

域利用）について検討することとしております。 

   本調査は、広域利用の検討を進めるに当たり、日ごろスポーツ施設等を多く利用されて

いる市内小中学校児童生徒の保護者の皆さまの意見をお伺いし、今後の取り組みの参考と

させていただくために実施したものであります。 

 

２ 調査概要 

 ⑴ 調査期間  平成30年１月15日（月）から １月26日（金）まで 

 ⑵ 調査対象  市内小中学校の全児童（1,726人）・全生徒（1,035人）の保護者 

⑶ 調査方法  学校を通じた配布及び回収 

⑷ 有効回収数 2,261件（回収率 81.89％） 

 

３ 調査内容 

  ・居住地域、学年など回答者及び児童・生徒についての質問 

  ・スキー場の利用状況についての質問 

  ・スポーツ施設の広域利用についての質問 

 

４ 調査結果 

  別紙のとおり 
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※ 該当する選択肢を○印で囲んでください。 

１．はじめに、アンケート回答者とお子さんについてお尋ねします。 

（１） 回答者（保護者）について 

① 居住地域 

ア. 湯沢地域  イ. 稲川地域  ウ. 雄勝地域  エ. 皆瀬地域 

（２） お子さんについて 

  ① 性別 

ア. 男  イ. 女 

  ③ 部活動 

   ア. スポーツ部・スポーツ少年団（競技名       ）※例：野球、サッカーなど 

   イ. 文化部（種別       ）※例：吹奏楽、スクールバンド、合唱など 
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スポーツ  ５１．６１％ 

文化     １７．４７％ 

未加入   ３０．９２％ 
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湯沢地域  ６３．２０％ 

稲川地域  １９．２０％ 

雄勝地域  １２．１２％ 

皆瀬地域   ５．４８％ 

1,167

人 

395人 

699人 
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文化     １７．４７％ 
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1,144

人 

1,117

人 

男性  ５０．６０％ 

女性  ４９．４０％ 

１-(1)-① 居住地域 
（n=2,261） 

１-(2)-① 性別 
（n=2,261） 

１-(2)-③ 部活動 
（n=2,261） 

市内小中学生の地域別人数割合につきましては、ほぼ住民基本台帳人口集計表の割合と一致します。 

児童生徒の性別割合については、ほぼ男女半分ずつとなっています。 

部活動については、全体の51.61％がスポーツ部に、17.47％が文化部に所属しているという結果でした。 
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２．次に、体育授業や競技の会場だけでなくレクリエーション施設でもあるスキー場

の利用状況についてお尋ねします。 

（１） 回答者（保護者）について 

① あなた（回答者）は、冬期間スキー場を利用していますか 

ア. 利用している（シーズン中  回） イ. 利用していない 

② スキー場を利用する目的は何ですか（主な目的を一つ選択） 

ア. 子どもの付き添い  イ. 自分の趣味・レクリエーション 

ウ. その他（               ） 

③ 主に利用しているスキー場はどこですか 

ア. 稲川スキー場  イ. 小安温泉スキー場  ウ. ジュネス栗駒スキー場 

エ. その他（               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1,296

人 

110

人 

27人 

子どもの付き添い ９０．３１％ 

趣味・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ    ７．６７％ 

その他        １．８８％ 

1,435

人 

826

人 

利用している  ６３．４７％ 

利用していない ３６．５３％ 

1,100

人 

110人 

156人 

69人 

稲川スキー場     ７６．６６％ 

小安温泉スキー場    ７．６７％ 

ジュネス栗駒スキー場 １０．８７％ 

その他         ４．８０％ 

２-(1)-① 利用の有無 
（n=2,261） 

２-(1)-② 主な利用目的 
（n=1,435） 

２-(1)-③ 主な利用施設 
（n=1,435） 

無回答＝2人（0.14％） 

スキー場を利用している保護者の割合は、63.47％でした。 

保護者の利用目的は、子どもの付き添いと回答した人がほとんど（90.31％）でした。 

主に利用しているスキー場は、稲川スキー場が 76.66％で最も多く、続いてジュネス栗駒スキー場（10.87％）、

旧小安温泉スキー場（7.67％）となっており、それ以外のスキー場を利用している人は少数でした。 

※児童・生徒ごとに回答をいただいた関係で、複数のお子さんがいる保護者が重複回答しているため、保護者の

実人数とは一致しません。 

３ 

 



（２） お子さんについて 

① お子さんは冬期間スキー場を利用していますか 

ア. 利用している（シーズン中  回）  イ. 利用していない 

② スキー場を利用する目的は何ですか（主な目的を一つ選択） 

ア. 学校の授業のみ  イ. 競技スキーの練習・大会  ウ. レクリエーション 

エ. その他（               ） 

③主に利用しているスキー場はどこですか 

ア. 稲川スキー場  イ. 小安温泉スキー場  ウ. ジュネス栗駒スキー場 

エ. その他（               ） 

 

 

 

 

 

  

２-(2)-① 利用の有無 
（n=2,261） 

２-(2)-② 主な利用目的 
（n=2,076） 

２-(2)-③ 主な利用施設 
（n=2,076） 

1,028

人 
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学校の授業のみ   ４９．５２％ 

競技スキー練習・大会 ３．３７％ 

レクリエーション  ２８．３２％ 

その他       １８．７９％ 
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稲川スキー場     ７６．９７％ 

小安温泉スキー場    ６．５０％ 

ジュネス栗駒スキー場 １３．３９％ 

その他         ３．２３％ 

2,076

人 

185人 

利用している   ９１．８２％ 

利用していない  ８．１８％ 

スキー場を利用している小中学生の割合は、91.82％でした。 

小中学生の利用目的は学校授業のみが全体の半数で、レクリエーションと併せての利用が 28.32％、競技ス

キー等の利用が 3.37％となっています。 

主に利用しているスキー場は、稲川スキー場が 76.97％で最も多く、続いてジュネス栗駒スキー場（13.39％）、

旧小安温泉スキー場（6.50％）となっており、こちらもそれ以外のスキー場を利用している人は少数でした。 
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３．次に、スポーツ施設全般の広域利用についてお尋ねします。 

設問の２でお伺いした、現在の利用状況も踏まえて回答をお願いします。 

（１） スポーツ施設の広域利用推進についてどう思いますか。 

   ア. 推進した方がよい  ⇒ （２）（３）（５）に回答 

   イ. 推進しない方がよい ⇒ （４）（５）に回答 

ウ. どちらでもよい   ⇒ （５）に回答 

 

 

 

 

 

 

（２） スポーツ施設の広域利用推進に賛成の理由（二つまで選択可） 

   ア. 利用者の増加につながる   イ. 利用者の選択肢が増える 

ウ. スポーツ活動が活発化する  エ. 地域活性化につながる 

   オ. その他（               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,542人 
50人 

667人 

推進した方がよい ６８．２０％ 

推進しない方がよい ２．２１％ 

どちらでもよい  ２９．５０％ 

(n=2,261) 

 

無回答＝2人（0.09％） 
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利用者の増加につながる 
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その他 

スポーツ施設全般の広域利用について、「推進した方がよい」と回答した人が 1,542人で 68.20％でした。 

｢推進しない方がよい」と回答した人は 50人で 2.21％でした 

スポーツ施設全般の広域利用を「推進した方がよい」とする理由は、「スポーツ活動が活性化する」という

回答が最も多く892人、続いて「利用者の増加につながる」（696人）、「利用者の選択肢が増える」（591人）、

｢地域活性化につながる」（582人）の順でした。 
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（３） スポーツ施設の広域利用で利用したい（している）施設をお答えください。 

   ア. 体育館・屋内運動施設  イ. 野球場  ウ. 陸上競技場 

   エ. スキー場  オ. その他（               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） スポーツ施設の広域利用推進に反対の理由（二つまで選択可） 

   ア. 申し込みなどの手続きが煩わしい 

   イ. 予約が増えることで利用したい時に利用できなくなる 

   ウ. 市内の施設利用者が減少する 

   エ. 交通手段の確保が難しい 

オ. その他（               ） 
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申込みなどの手続きが煩わしいい 

予約が増えることで利用したい時に利用できなくなる 

市内の施設利用者が減少する 

交通手段の確保が難しい 

その他 

広域利用で利用したい（している）施設の回答は「体育館、屋内運動施設」が最も多く1,217人、続いて「ス

キー場」（537人）、「野球場」（188人）、「陸上競技場」（117人）の順となっています。 

 

広域利用を「推進しない方がよい」とする理由は、「交通手段の確保が難しい」（23人）、「予約が増えること

で利用したいときに利用できなくなる」（21人）という回答が多くなっています。 
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（５） スポーツ施設の広域利用を推進するには、どのような取り組みが必要だと思いますか。

（最も重要と思うもの一つを選択） 

   ア. 関係自治体における広報活動の強化 

  イ. 予約体制（システム）の共同化 

ウ. 使用料減免制度の適用拡大 

エ. 交通手段に対する支援（送迎バスの運行など） 

オ. その他（                ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他スポーツ施設の広域利用などについて、ご意見がありましたらお聞かせく

ださい。       

       

    次ページ以降参照 
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使用料減免制度の適用拡大 

交通手段に対する支援 

その他 

広域利用の推進するにあたって必要な取り組みの回答は、「使用料減免制度の適用拡大」が969人で最も多く、

続いて「関係自治体の広報活動の強化」（705人）、「交通手段に対する支援」（274人）、｢予約体制（システム）

の共同化」（254人）の順となっています。 
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問４ その他の主なご意見（305件） 
区分 主なご意見抜粋（件数） 

共通 

広域利用に関すること。（19件） 
近隣自治体の施設を利用するのではなく、共同経営の形をとって利用する。 
それぞれの自治体の負担を軽減したり民間資本も募ったりして、中途半端でない充実
した施設にしていきたい。 
地域の人だけ、横手市と湯沢市の間だけなどということでなく、使いたい人が予約な
どして自由に使えるようにしてもらいたい。 
使用料などを明確にし（ＨＰ等に載せる）夜間なども使えるようにする。 
広域で考える場合は、同様の施設（市に複数ある施設）を湯沢市で廃止する方向にし
て、利用しやすい施設、環境のいい施設にしてもらいたい。（他市町村への負担金対
応など） 
スポーツ施設の広域利用を推進することで、施設数と利用者数のバランスは取れてい
るのか少々不安です。少ない施設に利用者が多く来た場合、どのように対応するのか。 
そもそも、近隣自治体の施設は在住者でないと利用できないという解釈なのか。 
「広域利用」の意味がよく分かりません。その事自体の広報が必要なのではないで
しょうか。 
市内の施設を減らすことが目的の広域利用は運動の機会の減少につながり、結果的に
「住みにくい湯沢市」の促進になってしまいます。湯沢の経済も悪化します。広域利
用という言葉は格好いいですが他自治体への丸投げで何の工夫もないアイデアです。 
せっかくスポーツをする機会があっても共同利用により混雑し、けがをするリスクが
高くなり、しまいには行かなくなりスポーツをしなくなるという悪循環になる。 
市内にスポーツ施設がない競技はすでに広域で活動しているのでは？財政が厳しいか
ら縮小でなく、スポーツで稼ぐ！紫波町のオガールなどは良い先例かと思いますがど
うでしょう。 
広域利用することで利用者数と比較した際に市の財政負担と割に合わなければ素直に
賛成はできない。（一市民としてはありがたい提案だと思うが） 

広報・ＰＲに関すること（15件） 
場所・料金・利用時間などわかりやすく一覧があるとよい。 
活動の様子を広報などで周知してほしい。 

施設予約に関すること（13件） 
ネットや電話でも予約できたらよい。 
予約状況をインターネット等で確認できるようにしてほしい。 
予約システムの簡略化、共同化が必要。 

使用料に関すること。（13件） 
一般で利用する際の使用料が高い。 
小中学生の無料化。 
使用料減免制度や予約もスムーズでありがたかった。 

巡回バス等に関すること。（12件） 
施設が遠いと一人で行かせるのは不安、送迎バスがあるとよい。 
仕事が忙しくなかなか送迎できないので巡回バスがあるとよい。 
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区分 主なご意見抜粋（件数） 

共通 

施設整備に関すること。（12件） 
スケート場があるとよい。 
冬期間の運動場所が不足している。 
大きさや設備が十分な新たなスポーツ施設の建設を検討すべき。 

設備の充実等に関すること。（10件） 
冷暖房完備、駐車場の拡張、観客席の改善。 
シャワーやランドリーなど便利なものが清潔に使えるとよい。 

施設の利用に関すること。（10件） 
もっと簡単に利用できたらよい。 
一般の方も気軽に利用できたらよい。 

スポーツジム等に関すること。（８件） 
スポーツジムを整備してほしい。 

施設の存続に関すること。（５件） 
可能な限り地域の施設を維持してほしい。 

多目的利用に関すること。（５件） 
利用目的の内容の拡充（スポーツ以外の利用） 
不要なスポーツ施設で別の活動を増やしてはどうか。 

合宿所の整備に関すること。（２件） 
施設に隣接した合宿所があれば利用者も増えるのではないか。 

体育館 
使用料が高い。減額制度があればもっと利用しやすい。（４件） 
施設利用に関する情報提供の充実。（３件） 
廃校した体育館の利活用。（２件） 

野球場 市営野球場の新規整備。（９件） 

プール 
温水プールの存続、再開。（９件） 
通年利用できる屋内プールの整備。（４件） 

陸上競技場 全天候の陸上競技場の整備。（８件） 

屋内運動場 屋内運動施設の増設整備。（11件） 
既存施設の改修整備。（２件） 

スキー場 

小安温泉スキー場の存続。（41件） 
設備等の充実。（９件） 
利用料が高い。（５件） 
クロスカントリーコースの整備。（２件） 

サッカー場 サッカー場の整備。（３件） 
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